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Abstract：An application of collage as an art form has been made in clinical psychology, and has 
been established as collage therapy. The purpose of this study is to investigate the relationship 
between personality traits and characteristics in collage works. 382 vocational college students 
were asked to fill Egogram (TEGII) and collage works. The result indicated that Egogram 
patterns were different in the number of cuttings used in the piece, area of blank, and satisfied of 
collage works. These findings suggest that collage therapy may be a useful tool for psychological 
assessments.



































































































































度は “ ⑤とても気に入っている ”“ ④まあ気に入ってい




い ” に丸を，「自分にあてはまらない」時は，“ いいえ ”
に丸をつけるように教示した。なお，なるべく “ はい ”
か “ いいえ ” のいずれかで回答してほしいが，どうし
































　2006 年度～ 2013 年度に近畿圏の保育専門学校に
所属していた１回生 382 名（男子 31・女子 351）であっ
た。調査時における年齢は，平均 18.95 歳（SD2.43，











東大式エゴグラム（TEG Ⅱ），d）雑誌約 100 冊程度。
なお，b）の満足度は “ ⑤とても気に入っている ”“ ④ま
あ気に入っている ”“ ③ふつう ”“ ②あまり気に入ってな


























　２群は NP，AC が高く，FC がほぼ平均，相対的に




療内科 TEG 研究会， 2006）（19）。また，A が低いために
冷静な状況判断が苦手であるとされる（芦原， 1995）（2）。
図 1　エゴグラムパターン
　３群は AC のみ突出して高く，相対的に CP，NP，A，























いことが特徴といえる。また，FC と AC の関係に注目
すると，１群では FC の方が AC よりも得点が高く，一













































































n M SD 㸯⩌ 143 27.89 16.09 
㸰⩌ 145 26.06 13.33 
㸱⩌ 87 22.84 10.49 వⓑ㸦㸣㸧
n M SD 㸯⩌ 143 26.23 20.75 
㸰⩌ 145 30.61 20.14 
㸱⩌ 87 31.98 20.76 
‶㊊ᗘ
n M SD 㸯⩌ 143 3.89 .90 
㸰⩌ 145 3.82 .87 
㸱⩌ 87 3.46 1.02 
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